
【2020年度実績】
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氏名 栁澤 伸彰 部署 健康開発学科 職名 准教授

経歴
2006年4⽉-2016年12⽉ 東京⻭科⼤学研究助⼿、2007年1⽉-2017年4⽉ 昭和⼤学⻭学部助教、2017年4⽉‐7⽉ 昭和
⼤学⻭学部講師、2017年8⽉‐ 埼⽟県⽴⼤学保健医療福祉学部准教授

所属学会（役職）⽇本⻭科医療管理学会、⽇本⻭科衛⽣教育学会、⽇本⻭科医学教育学会、東京⻭科⼤学学会、⽇本解剖学会、⻭科基

１．研究業績
（１）著作

研究分野 ⻭科学、解剖学、⼝腔解剖学、組織・発⽣学
学位 博⼠（⻭学）

学歴 1996年‐2002年 東京⻭科⼤学⻭学部⻭学科、2002年‐2006年 東京⻭科⼤学⼤学院⻭学研究科

該当なし
著作の名称 単・共 ISBN 発行所、全ページ数 著者、編者名 発行等年⽉

該当なし

（２）論文
論文の名称 単・共 査読 著者、編者名 発表等年⽉IF対象誌 雑誌名、巻（号）、開始-終了ﾍﾟｰｼﾞ

（４）その他
該当なし

（３）学会発表
学会発表の演題 単・共 学会名、開催都市 発表者（発表者は○印） 発表等年⽉

名称 単・共 発表場所等 発表者（発表者は○印） 発表等年⽉
該当なし

３．教育業績
（１）講義

講義の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

２．競争的資金等の研究
競争的資金等の名称 研究名 研究代表者・研究分担者の別 研究期間

該当なし

（２）演習
演習の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

組織学・発⽣学 〇 8
組織（一般・⼝腔）と個体発⽣について練習問題を交えたオンライン授業（リアルタイ
ム）を行い、各種疾患の治療に結びつくための基礎知識を高め学習意欲を上げるように心
掛けた。

免疫学 〇 8
動画や練習問題を交えたオンライン授業（リアルタイム）を行い、基礎知識を
高める授業を行った。

⼝腔保健科学概論 1
⻭科医療の意義と必要性を説明してモチベーションの向上を心掛けたオ
ンライン授業（リアルタイム）を行った。

⼝腔解剖学Ⅰ 〇 8
頭蓋骨模型を用いたオンライン授業と課題提示し自己学習を行ってもら
い、モチベーションの向上を心掛けた。

⼝腔⽣理学 〇 15
1年⽣で学んだ⽣理学を復習しながら、⼝腔機能の基礎知識を高めるた
め動画や練習問題を交えたオンライン授業を行った。

⼝腔機能リハビリテーション 〇 15
摂食嚥下に関する解剖⽣理学について動画や練習問題を交えた授業を行
い、臨床的知識や実践能力を身に着けられるように指導した。

⼝腔解剖学Ⅱ 〇 15
模型（頭蓋骨・⻭）を用いたオンライン授業や電⼦媒体を用いた授業と⻭型彫
刻実習などを行い、基礎知識を高め学習意欲を上げるように心掛けた。
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（３）実習

実習の名称 科目責任者
学外実習：期間

学内実習：コマ数
概要（教育内容・方法等において工夫した点）

（４）論文指導
対象 期間 主指導・副指導の別及び指導人数

チーム⻭科医療学Ⅲ 14
⻭科診療補助実習指導を行い、スキルの習得および学習意欲を上げるよ
うに心掛けた。

臨地･臨床実習 2020.8〜2020.12
学外実習の代替授業として、PBLや医療面接、臨床⼝腔解剖に関するディスカッション形
式授業を行ったり、顎模型を使用した実習や相互実習に準じた実習を行い、臨床的知識や
実践能力を身に着けられるように指導した。

IPW実習 2020.9〜2020.10
ファシリテータ教員として、オンラインでディスカッションを行い学⽣
が自主的に参加できるようにサポートした。

修⼠論文 主指導（指導教員） 名 副指導（指導補助教員） 名
学部 卒業研究 主指導 ３名 副指導 名

（５）その他
名称 期間 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

該当なし

博⼠論文 主指導（指導教員） 名 副指導（指導補助教員） 名

高校出張講座 埼⽟県⽴常盤高等学校
全身の健康を維持するために理解したい⼝腔の機能解剖学
的役割

2020. 11

４．社会貢献活動
（１）講演会、研修会、公開講座等の講師

講演会、研修会、公開講座等の名称 主催 講演、研修、公開講座等のテーマ 開催年⽉

埼⽟県⻭科⼝腔保健推進委員会 委員 2018. 7〜2020. 7
埼⽟県摂食・嚥下研究会 理事 2018. 7〜2020. 7

（２）国、自治体、学術団体等における委員等
国、自治体、学術団体等の名称 委員等の名称 任期

（３）ジャーナリズムでの発言
メディア等の名称 内容 年⽉

５．学内運営
項目 内容 期間

該当なし

（４）その他
項目 相⼿方等 内容 期間

⼝腔保健科学専攻学⽣の相談指導 2020.4〜2021.3

学⽣支援 ⼝腔第1学年担任 2020.4〜2021.3
学⽣支援 非常勤講師担当科目の教育支援（2科目） 2020.4〜2021.3

該当なし

該当なし
８．特記事項

該当なし
７．特許の取得

特許名 特許番号 登録年⽉

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）
受賞名 主催 受賞年⽉

全学的委員会及びセンター業務等 ハラスメント等防止対策委員会 2020.4〜2022.3
学科等における委員会等 SPU学会編集委員会委員 2018.4〜現在

学⽣支援


